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複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
接
続
す
る

技
術
の
こ
と
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
い

ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
同
士
が
さ
ら
に
つ
な
が
り

合
っ
た
巨
大
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

　
国
や
地
域
に
関
係
な
く
世
界
中
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
相
互
に
接
続
さ
れ
て
い

る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
世
界
中
と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
た
く
さ

ん
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
何
か
調
べ
た
い
と
思
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
最
近
で
は
、
ブ
ロ
グ
（
個

人
の
日
記
な
ど
を
簡
便
な
方
法
で
作
成

し
、
公
開
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
総
称
）

な
ど
を
作
成
し
て
、
情
報
を
発
信
し
て

い
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
情
報
の
中
に
は
、
不
確
か
な
こ
と

や
う
わ
さ
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
情
報

だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
調

べ
て
、
ど
れ
が
本
物
か
判
断
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
を
検
索
し
た
り
、
発
信
す
る
こ

と
だ
け
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
。
簡
単
に
言
う
と
、
通
信
販
売

の
こ
と
で
す
が
、
時
間
に
関
係
な
く
、

家
の
中
で
た
く
さ
ん
の
商
品
の
中
か
ら

欲
し
い
も
の
を
注
文
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

る
の
も
事
実
。
信
用
で
き
る
業
者
を
利

用
す
る
、
個
人
情
報
を
気
軽
に
教
え
な

い
な
ど
、
自
己
防
衛
を
行
う
こ
と
も
必

要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
流
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
検
索
や
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
一
般

的
な
用
途
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
で
は
、
ブ
ロ
グ
や
ソ
ー

シ
ャ
ル･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ･

サ
イ

ト
（
趣
味
、
職
業
、
居
住
地
域
な
ど
を

同
じ
く
す
る
個
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
、
支
援
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
）

な
ど
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま

す
。

　
同
じ
趣
味
の
仲
間
を
見
つ
け
て
盛
り

上
が
っ
た
り
、
お
困
り
ご
と
解
決
サ
イ

ト
で
困
っ
た
こ
と
を
相
談
し
た
り
と
い

っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
世
界
に
は
な
い
新
た
な
使
い
方
で
、

若
い
人
か
ら
年
配
の
人
ま
で
誰
も
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
や
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
社
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
同
士
だ
け
で
な
く
家
電
製
品

な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
を
含
め
て
、
物
と
物
、

人
と
物
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
と

い
え
ま
す
。

　
以
前
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が

で
き
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
が
主
で
し
た
が
、

最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン
以
外
に
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
家

電
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
デ
ジ
タ
ル
家
電
と
な
っ
た
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
、
自
宅
に
居
な
が
ら

写
真
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

た
り
、
プ
リ
ン
ト
を
依
頼
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
デ
ジ
タ

ル
家
電
が
増
え
て
く
る
こ
と
で
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
形
態
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
一
般
的
な
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
違
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
接
続
の
契
約
と

利
用
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

は
、
民
間
通
信
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
利
用
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

一
度
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
12
月
中
旬
か

　
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
邑
久
交
換
所
エ
リ
ア
（
具

　
体
的
に
は
、
電
話
番
号
が
０
８
６
９
ー

　
２
２
と
２
４
の
エ
リ
ア
）
の
一
部
地

　
域
で
、
光
回
線
を
使
っ
た
、
よ
り
高

　
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

　
ス
の
提
供
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

世
界
中
に
つ
な
が
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

使
い
方
を
知
れ
ば

楽
し
み
方
は
無
限
大

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

将
来
展
望

は
じ
ま
る

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
み
よ
う

　
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
世
界
中
と
つ

な
が
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」。

　
と
て
も
便
利
な
反
面
、
ネ
ッ
ト
社
会

の
危
険
な
落
と
し
穴
が
存
在
す
る
の
も

事
実
で
す
。
で
も
、
使
い
方
に
さ
え
注

意
す
れ
ば
、
そ
の
世
界
は
広
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
楽
し
く
生
活
す

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

お出かけ前には、インター

ネットでの情報検索が大変

役に立ちます。目的地の天

気を調べたり、電車や飛行

機の時刻を調べて予約したり。

見どころや地元の人しか知

らないグルメ情報だって手

に入れることができます。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

広
が
る
世
界

わ
た
し
た
ち
の
生
活
や
仕
事
に
浸
透
し
、

と
て
も
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
と
豊
か
で
、  

便
利
で
、  

快
適
に
す
る
た
め
に
、

ど
う
す
れ
ば
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
？
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▽
日
時
　
平
成
22
年
１
月
30
日
（
土
）

　【
開
場
】
午
後
１
時

　【
開
演
】
午
後
１
時
30
分

　【
終
演
予
定
】
午
後
４
時

▽
会
場
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
　

▽
内
容
　

　【
第
１
部
】「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・  

　
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
公
開
録
画

　
講
師
　
武
井
正
子
さ
ん
（
順
天
堂
大

　
学
名
誉
教
授
）

　
ゲ
ス
ト
　
山
田
邦
子
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）

　【
第
２
部
】
講
演
会
「
大
丈
夫
だ
よ
、

　
が
ん
ば
ろ
う
！
」

　
講
師
　
山
田
邦
子
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

　
司
会
　
広
瀬
久
美
子
さ
ん

▽
観
覧
料
　
無
料

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
整

　
理
券
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
に
次
の
要
領
で
必
要
事

　
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　【
往
信
用
裏
面
】
　
①
郵
便
番
号
、

　
②
住
所
、
③
名
前
、 

④
電
話
番
号

　【
返
信
用
表
面
】
　
①
郵
便
番
号
、

　
②
住
所
、
③
名
前

　【
あ
て
先
】　
〒
７
０
１
―

４
２
６
４

　
瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７
―

４

　
瀬
戸
内
市「
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
係

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
申
し
込

　
み
や
記
入
漏
れ
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個
人
情

　
報
に
基
づ
き
、
抽
選
結
果
を
連
絡
し

　
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
こ
の

　
個
人
情
報
を
受
信
料
の
お
願
い
や
イ

　
ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
案
内
に
使
用
さ
せ

　
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
締
切

　
平
成
22
年
１
月
７
日
（
木
）
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
１

　
枚
で
２
人
ま
で
入
場
で
き
る
整
理
券

　
を
発
送
し
ま
す
。

※
当
落
結
果
の
発
送
は
、
平
成
22
年
１

　
月
15
日
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
放
送
予
定
　

　【
教
育
テ
レ
ビ
／
全
国
放
送
】

　
平
成
22
年
２
月
18
日
（
木
）

　
午
後
８
〜
８
時
29
分

　
平
成
22
年
２
月
25
日
（
木
）

　
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
49
分（
再
放
送
）

※
放
送
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　

　
市
い
き
い
き
長
寿
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
　

　「
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
係

　
　
０
８
６
―

２
１
４
―

４
７
１
４

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
平
日
の
み
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
.nhk.

　o
r.jp
/o
kayam

a/

公開すこやか長寿  公開録画
観覧者を募集します

　　　　市では、ＮＨＫ岡山放送局、ＮＨＫ厚生文化事業団と共催で、

　 ＮＨＫ教育テレビの全国放送番組「福祉ネットワーク 公開すこやか長寿」

　　の公開録画を実施します。

　第１部では、順天堂大学名誉教授　武井正子さんを講師に迎え、高齢者や

家族の皆さんが自宅で簡単にできる健康法や体操、リハビリ運動などを観覧者

の皆さんに参加してもらいながら最新情報を紹介します。

　第２部は、タレントの山田邦子さんが自身の乳ガン摘出手術を受けた経験をも

とに講演会を行います。どんな時も人生を楽しみながら精いっぱい生きることの

　　素晴らしさを、持ち前の話術とパフォーマンスを交えてお話しします。

　　応募要領は、左ページのとおり。見て、聞いて、体験して、毎日を元気に、

　　　大切に過ごせるよう、たくさんの参加をお待ちしています。

　市では、高齢になっても住み慣れた地域で

生活できるよう、介護予防に取り組んでいま

す。筋力は年齢を重ねることで衰えてきます。  

　しかし、年齢に関係なく、運動して筋肉を

使うことで、筋力は強化され、運動機能は向

上します。そこで、楽しく筋力をつける「筋

力つけて !　健幸教室」を開催します。いつ

までも元気に暮らしていくために、日常生活

に運動を取り入れてみませんか？

　対象者　参加を希望する人は、次の全ての

　要件を満たす必要があります。

・65歳以上で介護保険の認定を受けていない

　こと

・12回全て参加可能であること

・自分で会場まで行けること

　募集人数　20人（先着順）

　参加料　無料

　日程　下表のとおり

■問い合わせ・申込先

　市いきいき長寿課　　０８６９－２６－５９４８

※ 4 、6 、7 、9 、10回目は、上記の日時の中
　で都合のいい1日を選び（休館日の火曜日を
　除く）、午前10時～午後 9 時30分の営業時
　間に各自でトレーニングを行ってください。

体を動かして、もっと健康に！
「筋力つけて !　健幸教室」を開設します

武井正子 山田邦子
Masako Takei Kuniko Yamada

回 日　時 場　所

 1

 2

 3

 4※

 5

 6※

 7※

 8

 9※

10※

11

12

12月18日（金）午前10時～正午

12月25日（金）午前10時～正午

１月８日（金）午前10時～正午

１月９日（土） ～21日（木）

１月22日（金）午前10時～正午

１月23日（土）～31日（日）

２月１日（月）～2月11日（木）

２月12日（金）午前10時～正午

２月13日（土）～２月22日（月）

２月24日（水）～３月４日（木）

３月５日（金）午前10時～正午

３月12日（金）午前10時～正午

中央公民館研修室

中央公民館多目的ホール

中央公民館研修室

健幸プラザ西大寺（岡山市）

中央公民館研修室

健幸プラザ西大寺（岡山市）

健幸プラザ西大寺（岡山市）

中央公民館多目的ホール

健幸プラザ西大寺（岡山市）

健幸プラザ西大寺（岡山市）

中央公民館研修室

中央公民館多目的ホール

▽
▽

▽
▽
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岡
山
県
で
は
、
11
月
１
日
を
「
お
か

や
ま
教
育
の
日
」
と
し
て
、
こ
の
日
か

ら
１
週
間
を
「
お
か
や
ま
教
育
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
各
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

様
子
を
公
開
し
ま
す
。

　
各
学
校
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
学
び
の
姿
を
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
就
労
な

ど
の
理
由
で
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家

庭
に
お
け
る
小
学
校
低
学
年
児
童
に
対

し
て
、
適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提

供
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
も

の
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、
異
な
っ
た
年
齢
の
児

童
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
、
社
会
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
色
の
あ
る

行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
入
所
し
て
い

る
児
童
に
と
っ
て
笑
顔
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
第
二
の
家
庭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
心

し
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
、
働
く
権
利
と

生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
、
各

ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
会
な
ど
に
委
託
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
付
開
始
日
時
や
申
請

方
法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
ク

ラ
ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
牛
窓
東
・
牛
窓
西
・
牛
窓
北
学
区

　
牛
窓
ル
ン
ビ
ニ
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

２
３
０
９

▽
邑
久
学
区

　
ゆ
め
っ
こ
邑
久
組
、
ゆ
め
っ
こ
福
田
組

　
　
０
８
６
９
―

２
４
―

２
７
０
２

▽
今
城
学
区

　
今
城
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
―

９
４
２
―

０
６
８
１

▽
裳
掛
学
区

　
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

２
５
―

０
３
５
０

▽
行
幸
学
区

　
み
ゆ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

３
３
５
５

▽
国
府
学
区

　
第
１
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
、
第
２
ひ
ま

　
わ
り
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

６
６
２
１

▽
美
和
学
区

　
美
和
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

２
７
１
３

　
子
鹿
ク
ラ
ブ
は
、
牛
窓
町
鹿

忍
地
区
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に

入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
と
保
護

者
を
対
象
に
、
月
に
１
回
、
牛

窓
ル
ン
ビ
ニ
保
育
園
や
あ
い
あ

い
保
育
園
に
集
ま
り
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、

み
ん
な
仲
良
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

と
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
お
誕

生
日
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、

み
ん
な
で
気
軽
に
楽
し
め
る
活
動

を
通
し
て
、
地
域
や
子
育
て
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　「
い
ろ
ん
な
お
母
さ
ん
か
ら
い

ろ
ん
な
情
報
を
教
え
て
も
ら
え
ま

す
。
み
ん
な
仲
良
し
で
、
気
を
使

わ
ず
、
何
で
も
相
談
で
き
る
ク
ラ

ブ
で
す
」
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
、
親
子
同
士
の

交
流
を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
姿
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

■
連
絡
先

　
子
鹿
ク
ラ
ブ
（
児
玉
順
子
さ
ん
）

　
　
０
８
６
９
―

３
４
―

３
４
５
３

　
11
月
13
日
（
金
）
〜
19
日
（
木
）
の

幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
は
、
国
公
立
幼
稚
園

の
教
育
に
つ
い
て
、
理
解
や
推
進
を
図

り
、
幼
児
教
育
の
充
実
や
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
全
国
各
地
で
イ
ベ

ン
ト
や
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
内
の
幼
稚
園
で
も
、
幼
稚
園
ウ

ィ
ー
ク
デ
ィ
と
し
て
次
の
と
お
り
幼
稚

園
の
公
開
と
市
の
教
育
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
区
内
の
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
、
他

の
幼
稚
園
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
公
開
】

▽
日
時
　
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所
　
市
内
全
幼
稚
園

【
意
見
交
換
会
】

▽
日
時
　
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
〜
11
時
30
分

▽
場
所
　
行
幸
幼
稚
園

■
問
い
合
わ
せ
先

　
上
表
の
と
お
り

11
月
17
日
（
火
）
は

幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ

市
内
全
幼
稚
園
の
公
開
と
行
幸

幼
稚
園
で
意
見
交
換
会
を
開
催

幼
稚
園
・
学
校
を
公
開
し
ま
す

平
成
22
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所

受
付
を
開
始

み
ん
な
仲
良
く
楽
し
ん
で

子
鹿
ク
ラ
ブ

みんなで楽しくたこ焼き作り！

牛窓東

牛窓西

牛窓北

邑　久

今　城

玉　津 

美　和 

国　府 

行　幸 

牛窓東 

牛窓西 

牛窓北 

邑　久 

今　城 

玉　津 

裳　掛 

美　和 

国　府 

行　幸 

牛　窓 

邑　久 

長　船 

幼稚園公開

公開保育

オープンスクール

オープンスクール

学校（幼稚園）開放

幼稚園開放日

幼稚園開放日

学校公開

オープンスクール

オープンスクール

学校公開

学校開放

オープンスクール

学校公開

学校開放日

学校開放日

学校開放日

34-2104

34-3687

34-3742

22-0027

086-943-8715

24-0092

26-3445

26-3446

26-3447

34-2029

34-2409

34-2520

22-1231

086-942-2025

24-0555

25-0234

26-2051

26-2015

26-2258

34-2048

22-0016

26-2029

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）

11月５日（木）
　 　６日（金）

11月５日（木）
　 21日（土）

保護者、地域の人、未就園児を対象に、幼児の生

活や活動の様子を公開する。

保護者、地域の人に保育を公開するとともに、保護者な

どを対象に幼児期の子育てについての講演会を行う。

午前は保護者や地域の人に授業など教育活動を公開し、

午後は、親子のふれあいの機会として芸術鑑賞会を開催する。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開するとともに

学校保健委員会や給食試食会などのPTA活動を実施する。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開するととも

に４、５学年のPTAふれあい活動を実施する。

午前は地域の人を講師に迎え牛窓のさまざまな文化活動

の指導を行ってもらう。午後は参観日として授業を公開する。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開する。

午後は、瀬戸内市内３中学校の音楽会を開催する。

保護者や地域の人に朝の部活動から下校時刻ま

で授業など教育活動を公開する。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開すると

ともに親子と教職員がニュースポーツで親睦を深める。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開す

る。

保護者や地域の人に授業を公開し、教育内容を

紹介する。

保護者、地域の人を対象に保育を公開および牛窓

北小学校のお祭りに参観者と一緒に参加する。

保護者や地域の人を対象に、授業、北小祭り（２～

４校時）、全校道徳の様子を公開する。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開す

る。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開す

る。

保護者や地域の人に授業など教育活動を公開す

る。

保護者、地域の人を対象に保育を公開する。

保護者や地域の人を対象に保育を公開する。

保護者や地域の人を対象に保育を公開する。

保護者や地域の人を対象に保育を公開する。

保護者や地域の人を対象に保育を公開する。

保護者や地域の人を対象に保育を公開する。

概　要事業名実施時期問い合わせ先
　０８６９校園名

幼

稚

園

小

学

校

中

学

校

幼稚園開放日
北小祭り参加

学校開放日
ＰＴＡわいわいトーク

学校開放日
教育講演会

学校公開
ルネサンス活動

学校公開日
瀬戸内市音楽会

「
お
か
や
ま
教
育
週
間
」
関
連
事
業
と
し
て
幼
稚
園
・
学
校
の
活
動
を
公
開

就
労
な
ど
の
間
、
児
童
へ
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供

みんなが子育ての一員です

このコーナーでは、瀬戸内市子育
て支援ネットワークを構成する関
係機関・団体・組織などを紹介し
ます。同ネットワークは、すべて
の子どもたちの人権を守り、安心
して子どもを生み育てられる地域
づくりを目指します。

子育て支援の輪
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　市では、地震に強い安全なまちづくりを目的

に、昭和56年５月31日以前に着工された木造住

宅の所有者が実施する耐震診断及び耐震改修工

事に対して、費用の一部を補助します。

ＳＴＥＰ１　耐震診断
　どの程度地震に耐えられるかを診断します。

「耐震診断」とは･･･

　耐震診断とは、地震に対しての建物の安全性

を評価することです。

　例えば、地震が発生した際に建物が倒壊する

危険性の診断および補強の必要性や、詳細診断

内容が分かる仕組みとなっています。

耐震診断補助･･･費用４２，０００円／件（補助金

額２８，０００円）

ＳＴＥＰ２　補強計画
　住まいを丈夫にする補強計画を立てます。

「補強計画」とは･･･

　補強計画とは、耐震診断の結果「倒壊する可

能性がある」と判定された住宅にどのような補

強をすれば耐震性が向上するかを検討し、耐震

補強工事を行うための計画を立てることです。

ＳＴＥＰ３　耐震改修工事
　地震に対し弱い所を補強します。

「耐震改修工事」とは･･･

　耐震改修工事とは、地震に対して「倒壊する

可能性がある」と診断された建物を、地震に対

して強くするために行う補強工事のことです。

耐震改修補助･･･限度額３００，０００円／件（建

替えも対象）

※事前に住宅の耐震診断を受け、補強計画を作

　成する必要があります。また、工事着手前に

　申請が必要です。詳細については、市建設課

　までお問い合わせください。

　

　なお、市では、市役所1階小会議室にて、毎

月第３水曜日午前９時～午後３時に住宅増改築

相談窓口を設置し、専門知識を有する相談員が

住宅全般についての相談を受け付けています。

予約は不要です。

　相談内容が外部に漏えいすることはありませ

んので、お気軽にお越しください。

■問い合わせ・申込先

　市建設課　　０８６９－２２－２６４９

　児童虐待防止法が施行された11月を「児童虐

待防止推進月間」と定め、児童虐待問題に対す

る社会的関心の喚起を図っています。

　「虐待を受けた」と思われる子どもを見つけ

たときには、ためらわずに子どもを虐待から救

うための行動を起こすことが大変重要です。

　子どもの家庭生活で、困っていることや悩み

があれば、市家庭児童相談室まで、ご相談くだ

さい。

■相談先

　市家庭児童相談室　　０８６９－２６－８００９
　相談時間　午前8時30分～午後５時15分（平日のみ）

■児童虐待通告先　

　市子育て支援課　 ０８６９－２６－５９４７

111月は月は「児童虐待防止推進月間」11月は「児童虐待防止推進月間」耐震診断・改修費用を補助耐震診断・改修費用を補助耐震診断・改修費用を補助

市営住宅の入居者を募集市営住宅の入居者を募集

瀬戸内市子育て支援講演会を開催瀬戸内市子育て支援講演会を開催

　児童虐待防止推進事業および人権啓発事業と

して、子育て支援講演会を実施しますので、ご

参加ください。

　虐待を受けた子どもは、愛着障害に始まるトラ

ウマから、非行・自殺企図・家庭内暴力などの症

状で、大人に助けを求めます。その子どもが、大

人になって、不適切な養育（虐待）を繰り返します。

　この悪循環を断ち切るために、地域の皆さん

に、良き理解者となっていただき、子育て支援

の輪に入っていただけることを願っています。

　日時　11月 22日（日）午後1時30分～3時

　会場　ゆめトピア長船

　内容

　演題　「健全な子どもを育てるために

          　～家族と地域の役割～」

　講師　ヘネシー澄子さん（東京福祉大学名誉教授）

※詳細は、本紙今月号の折り込みチラシをご覧ください。

■問い合わせ先

　市子育て支援課　　０８６９－２６－５９４７
　市市民課　　　　　０８６９－２２－３９２２

「女性の人権ホットライン」強化週間「女性の人権ホットライン」強化週間

　市では、市営住宅の入居者を募集します。

　募集団地

　家賃　収入により決定　

　入居日　12月1日（火）

　申込受付期間

　11月２日（月）～13日（金）

　午前８時30分～午後５時15分（平日のみ）

■問い合わせ・申込先

　市建設課　　０８６９－２２－２６４９

①「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）

⇒市子育て支援課へご連絡ください

②「しつけのつもり…」は言い訳

⇒子どもの立場で判断することが大切です

③ひとりで抱え込まない

⇒あなたにできることから、即実行しましょう

④親の立場より子どもの立場

⇒子どもの命が最優先です

⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる

⇒特別なことではありません

子どもを虐待から守るための５か条

　暴力は、その対象

の性別や加害者、被

害者の間柄を問わず、

決して許されるもの

ではありません。特

に、配偶者からの暴力、

性犯罪、売買春・人

身取引、セクシュアルハラスメント、ストーカ

ー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を

著しく侵害するものであり、男女共同参画社会

を形成する上で克服すべき重要な課題です。

　岡山地方法務局と岡山県人権擁護委員連合会

では、下記の７日間を全国一斉「女性の人権ホ

ットライン」強化週間とし、臨時回線を増設し

電話相談を受け付けます。相談は無料で、秘密

は厳守されます。お気軽にお電話ください。

　期間　11月１5日（日）～21日（土）

　時間　午前８時３０分～午後７時

　　　 （土日は午前10時～午後5時）

　相談担当者　法務局職員、人権擁護委員

■問い合わせ先

　女性の人権ホットライン　  ０５７０－０７０－８１０

団地名 所在地 規格 戸数構造

福里西村団地

福里西村Ⅲ団地

長船町土師1094-1

長船町服部1509-10

３ＤＫ

３ＤＫ

簡耐平屋建

簡耐平屋建

１戸

１戸

▽

▽
▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽
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　次の支給要件に該当する人で、平成21年度の

申請をまだ行っていない人は、11月30日（月）

までに手続きを行ってください。

　支給要件

○障害児福祉年金

　平成２１年４月１日までに手帳を取得し、平成

２１年４月１日以前に１年以上市内に居住してい

る２０歳未満の人で、次のいずれかに該当する人。

　ただし、児童福祉施設等に入所している人は

該当になりません。

①身体障害者手帳１～４級を所持している人

②療育手帳を所持している人

③精神障害者保健福祉手帳１～２級を所持している人

○心身障害者福祉年金　

　平成１９年４月１日までに手帳を取得し、平成

１９年４月１日以前に１年以上市内に居住して

いる２０歳以上の人で、当該障害について支給さ

れる公的年金の給付を受けておらず、次のいず

れかに該当する人。

　ただし、「らい予防法の廃止に関する法律」

の規定による国立ハンセン病療養所に入所して

いる人は該当になりません。

①身体障害者手帳１～４級を所持している人

②療育手帳を所持している人

　申請手続きに必要なもの

・印鑑

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健

　福祉手帳

・本人名義の通帳

・公的年金受給中の人は、受給している公的年

　金の証書など

■問い合わせ・申請先

　市福祉課　　　　　　０８６９－２６－５９４３
　市保健福祉部邑久分室　　０８６９－２２－１８１０
　市牛窓支所　　　　　０８６９－３４－３４３１
　市裳掛出張所　　　　０８６９－２５－０００４

　総務省では、経済的な理由などで地上アナロ

グ放送から地上デジタル放送に移行することが

難しい世帯に対する支援の受付をしています。

　支援対象　日本放送協会（ＮＨＫ）の受信料

　の全額免除を受けており、次のいずれかに該

　当する世帯

・生活保護世帯などの公的扶助受給世帯

・障害者のいる市町村民税非課税世帯

・社会福祉事業施設入所者

※すでに、地上デジタル放送を視聴されている

　世帯は支援の対象外です。

　支援内容

　現在お持ちのアナログテレビに取り付ける「簡

易なチューナー」の無償給付を行います。アンテナ

改修などが必要な場合にはその支援も行います。

　申請期限（平成21年度分）

　平成21年12月28日（月）

　申込方法

　右記の総務省地デジチューナー支援実施セン

ターにお電話ください。申込書を発送します。

　また、申込書は、お近くのＮＨＫの窓口、市

福祉課、市保健福祉部邑久分室、牛窓支所およ

び裳掛出張所にも設置されています。

※ＮＨＫの受信料全額免除となっている世帯に

　は、ＮＨＫから全額免除証明書と申込書が送

　付されます。

※支援の申し込みには、ＮＨＫと受信契約を結

　び、受信料全額免除の適用を受けてください。

※支援は現物給付です。自分で購入したチュー

　ナー、アンテナ改修などの費用を清算するこ

　とはできません。

■問い合わせ先

　支援制度について　

　総務省地デジチューナー支援実施センター　

　　０５７０－０３３８４０
　ＮＨＫ受信料免除について

　ＮＨＫ視聴者コールセンター　　　　　　　

　　０５７０－０００５８８
　市福祉課　

　　０８６９－２６－５９４３　　　　　　　　

障害児福祉年金・心身障害者福祉年金のお知らせ障害児福祉年金・心身障害者福祉年金のお知らせ障害児福祉年金・心身障害者福祉年金のお知らせ地上デジタル放送の受信を支援地上デジタル放送の受信を支援

住宅手当緊急特別措置事業を実施住宅手当緊急特別措置事業を実施

　市では、10月から、離職者で就労能力および就

労意欲のある人のうち、住宅を喪失している人ま

たは喪失するおそれのある人を対象に、６ヵ月間

を限度として住宅手当を支給するとともに、住宅

および就労機会の確保に向けた支援を行う「住

宅手当緊急特別措置事業」を実施しています。支

給に当たっては、さまざまな要件などがありますの

で、詳細は、市福祉課までお問い合わせください。

■問い合わせ先

　市福祉課　　０８６９－２６－５９４４

狩猟期間のお知らせ狩猟期間のお知らせ

　狩猟とは　狩猟免許試験に合格し、狩猟者登

録証を受けた人が、わなや散弾銃など法に定め

られた猟具を使い、狩猟期間にイノシシ、シカ、

マガモなどの野生鳥獣を捕獲することです。

　狩猟期間中は、野山に出掛ける場合は、銃声

がしたら近付かない、目立つ色の服装を心掛け

るなど狩猟事故に十分に注意してください。

　狩猟期間

　11月15日（日）～平成22年２月15日（月）

※農作物被害が著しいイノシシおよびニ

　ホンジカに限っては、２月28日（日）

　まで狩猟期間が延長されます。

■問い合わせ先

　岡山県自然環境課　　０８６－２２６－７３１０

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
内
科
医
長
（
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
）　
　
白
石
高
昌

瀬戸内市民病院コラム

市民に信頼される病院を目指して

　
新
型
と
聞

く
と
何
か
新

し
い
病
気
の

よ
う
で
す
が
、

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は

香
港
カ
ゼ
、

ソ
連
カ
ゼ
と

同
じ
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
す
。

　
典
型
的
な
症
状
は
、
の
ど
の
痛

み
と
高
熱
、
筋
肉
痛
な
ど
今
ま
で

の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
で
す
が
、
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の

消
化
器
症
状
も
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
怖
い
の
は
脳
症
で
、

意
識
障
害
や
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
熱
を
下
げ
る
こ
と
は
か

え
っ
て
危
険
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
発
熱
時
に
自
宅
に
あ
る
風
邪

薬
や
熱
さ
ま
し
を
む
や
み
に
使
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
感
染
経
路
は
主
に
飛
沫
感
染
で

す
が
、
接
触
感
染
も
気
を
付
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

予
防
と
し
て
は
マ
ス
ク
着
用
や
手

洗
い
、
う
が
い
な
ど
が
有
効
で
す
。

予
防
接
種
は
、
今
年
は
流
行
に
間

に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
治
療
薬
は
タ
ミ
フ
ル

や
リ
レ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
が
、
普

段
健
康
な
人
な
ら
数
日
間
寝
て
い

る
だ
け
で
自
然
に
治
り
ま
す
。
無

理
し
て
職
場
や
学
校
に
行
く
と
あ

な
た
が
感
染
源
と
な
り
ま
す
。
自

宅
で
ゆ
っ
く
り
休
養
を
取
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
逆
に
妊
婦
や
乳
幼
児
、
基
礎
疾

患
（
慢
性
の
呼
吸
器
や
心
臓
の
病

気
、
糖
尿
病
、
透
析
患
者
、
ス
テ

ロ
イ
ド
内
服
中
な
ど
）
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
熱
が
出
て
数

時
間
以
内
に
検
査
を
受
け
る
と
、

陰
性
と
な
り
、
か
え
っ
て
治
療
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
が

出
て
半
日
ぐ
ら
い
た
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
２
３
４

ビデオ端子などで接続することで、
アナログテレビでも受信が可能に

地上デジタル放送用
チューナー アナログテレビ

▽ ▽

▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽
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平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
給
付

を
行
い
ま
す
。

▼
給
付
要
件

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世

　
帯
の
人

・
生
計
中
心
者
が
前
年
所
得
税

　
非
課
税
の
人
ま
た
は
生
活
保

　
護
の
人

・
市
内
の
持
ち
家
に
居
住
の
人

※
給
付
に
つ
い
て
は
上
限
が
あ

　
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
市
い
き
い
き
長
寿
課

　
　
０
８
６
９
｜

２
６
｜

５
９
４
８

　
市
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　
　
０
８
６
９
｜

２
２
｜

１
８
１
０

　
市
牛
窓
支
所

　
　
０
８
６
９
｜

３
４
｜

３
４
３
１

　
市
裳
掛
出
張
所

　
　
０
８
６
９
｜

２
５
｜

０
０
０
４
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国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
発
表

に
よ
る
と
、
近
年
、
ハ
ロ
ゲ
ン

ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
事
故
の
相
談

件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
発
煙
や
発
火
な
ど
製
品
の
安

全
性
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

品
質
不
良
と
思
わ
れ
る
事
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用
の
製

品
が
リ
コ
ー
ル
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
か
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の

他
に
も
安
全
・
品
質
上
疑
問
な

点
が
あ
れ
ば
、
使
用
を
一
時
中

断
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
体
に
何
ら
か
の
異

常
を
見
つ
け
た
場
合
は
使
用
を

中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
く
に
可
燃
物
を
置
か
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

・
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
や
、

　
就
寝
の
と
き
は
、
電
源
を
切

　
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

・
低
温
や
け
ど
を
防
止
す
る
た

　
め
、
適
度
な
距
離
を
保
ち
、体

　
の
一
部
分
を
暖
め
過
ぎ
な
い
。

　
瀬
戸
内
警
察
署
管
内
で
は
、

自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
盗
ま

れ
る
乗
り
物
盗
が
Ｊ
Ｒ
邑
久
駅
、

長
船
駅
を
中
心
に
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
乗
り
物
盗
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
次
の
被
害
防
止
対

策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
不
審
者
を
見
掛
け
た

場
合
に
は
、
直
ち
に
１
１
０
番

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
乗
り
物
盗
被
害
防
止
対
策

・
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
、

　
必
ず
鍵
を
掛
け
、
チ
ェ
ー
ン

　
錠
な
ど
に
よ
る
二
重
ロ
ッ
ク

　
を
す
る
。

・
自
転
車
は
、
「
自
転
車
防
犯

　
登
録
」
、
オ
ー
ト
バ
イ
は
、

　「
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
防
犯
登

　
録
」
を
受
け
る
。
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

　
　
０
８
６
９
｜
３
４
｜
６
１
１
０

　
ペ
ッ
ト
の
犬
や
猫
と
楽
し
く

暮
ら
す
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
気
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済

　
票
の
交
付
を
受
け
る

　
登
録
を
受
け
た
時
に
発
行
さ

れ
る
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
飼
い
犬
に
付
け
る
の
は
、

法
律
で
決
め
ら
れ
た
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
飼
い
犬
が
い
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
、
手
掛
か
り

に
も
な
り
ま
す
。
交
付
を
受
け

て
い
な
い
人
は
、
市
生
活
環
境

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
去
勢
・
避
妊
手
術
を
受
け
さ

　
せ
る

　
不
幸
な
野
良
犬
・
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
、
繁
殖
を
望
ま
な

い
な
ら
去
勢
・
避
妊
手
術
を
し
、

終
生
飼
い
ま
し
ょ
う
。

☆
猫
を
捨
て
な
い

　
捨
て
ら
れ
た
猫
は
、
飢
え
・

病
気
や
寒
さ
な
ど
で
無
残
な
死

を
迎
え
る
か
、
野
良
猫
と
な
り
、

み
ん
な
に
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
猫
を
引
き

付
け
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
掛

け
る
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

☆
飼
い
犬
を
逃
が
さ
な
い

　
市
で
迷
い
犬
を
保
護
し
て
も
、

飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
年
間
15
件
程
度
あ
り
ま
す
。

　
犬
が
迷
子
に
な
る
原
因
は
、

雷
や
花
火
な
ど
の
大
き
い
音
に

驚
い
て
飛
び
出
し
た
、
放
し
た

ら
い
な
く
な
っ
た
な
ど
の
不
注

意
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
し
っ
か
り
と
つ
な
い

で
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
も
し
逃
げ
出
し
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
市
生
活
環
境

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
ん
・
尿
の
始
末
は
飼
い
主

　
が
責
任
を
持
つ

　「
飼
い
主
」
の
ふ
ん
の
放
置
は
、

市
の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
歩
時
の
犬
の
ふ
ん
は
、

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

☆
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
す
る

　
飼
い
猫
が
飼
い
主
の
知
ら
な

い
間
に
、
近
所
の
庭
や
公
園
で

ふ
ん
・
尿
を
し
た
場
合
で
も
飼

い
主
の
責
任
に
な
り
ま
す
。
ふ

ん
・
尿
は
自
宅
で
さ
せ
る
し
つ

け
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
猫
は
室
内
飼
い
を
心
掛
け
る

　
病
気
へ
の
感
染
や
ふ
ん
・
尿

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
な

り
ま
す
。
飼
い
主
が
分
か
る
よ

う
に
名
札
を
付
け
る
と
野
良
猫

と
区
別
で
き
、
ご
近
所
か
ら
の

信
頼
も
得
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
生
活
環
境
課

　
　
０
８
６
９
｜
２
２
｜
１
８
９
９

　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
０
８
６
７
｜
２
４
｜
９
５
１
２

乗
り
物
盗
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報

器
を
給
付

警
察
安
全
情
報

使用には注意が必要

破裂した消火器は、底の溶接部分が著しく腐食

古武くぅ

ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
事
故
が
急
増
！

犬
や
猫
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　「犯罪被害者週間」は、期間中

の啓発事業などを通じて、犯罪

被害者の名誉、生活の平穏への

配慮などについて、国民の理解

を深めることを目的としています。

　現代社会では、誰もが突然予

想し得ない犯罪に巻き込まれる

可能性があります。地域社会が

一体となって、被害者を思いやり、

支え合う気持ちを共有して、犯

罪予防や被害者のためにできる

ことを考えていきましょう。

11月25日～12月1日は、

犯 罪 被 害 者 週 間

　
老
朽
化
し
た
消
火
器

が
破
裂
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
本
体
に
も
寿

命
が
あ
り
、
使
用
期
間

ま
た
は
使
用
期
限
が
本

体
に
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
軒
先
や
、
厨
房

な
ど
湿
気
の
多
い
所
に

設
置
し
て
い
る
と
、
よ

り
短
い
期
間
で
、
容
器

に
さ
び
が
発
生
し
た
り
、

操
作
機
能
が
低
下
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
破
裂
事
故
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
消
火
器
は
、
ほ
と
ん
ど
点

検
も
さ
れ
ず
、
長
年
放
置
さ
れ

た
古
い
消
火
器
に
集
中
し
て
い

ま
す
。

　
破
裂
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
設
置
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク

　
消
火
器
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

る
場
所
や
湿
潤
な
場
所
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
消
火
器
の
状

態
を
点
検
し
、
腐
食
が
進
ん
で

い
る
も
の
は
、
絶
対
に
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
廃
棄
は
専
門
業
者
へ

　
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、

放
射
、
解
体
を
し
な
い
で
、
直

接
、
回
収
を
行
っ
て
い
る
設
備

業
者
ま
た
は
購
入
し
た
業
者
に

廃
棄
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
処
理
に
は
５
０
０
円

〜
１
、
５
０
０
円
程
度
の
費
用

が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
専
門
の

消
防
設
備
取
扱
店
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
０
８
６
９
｜

２
２
｜

１
３
３
３

マナーを守って
ほしいワン！

老朽化した消火器に注意！



●ゲタ ……………………………………
●塩・こしょう …………………………
●小麦粉 …………………………………
●サラダ油 …………………………
●バター ……………………………
●パセリ …………………………………
【トマトソースの材料】
●完熟トマト ……………………………
　またはホールトマト缶 ………………
●タマネギ …………………………
●ニンニク …………………………
●サラダ油 …………………………
●塩・こしょう …………………………
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も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い「
心
の
病
気
」

　
最
近
、
な
ん
と
な
く
続
い
て
い

る
気
分
や
か
ら
だ
の
不
調
。
こ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
は
、
も
し
か

し
た
ら
、
「
う
つ
病
」
の
サ
イ
ン

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
多
い
現

代
社
会
に
あ
っ
て
、
う
つ
病
は
大

き
な
社
会
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
蓄
積
し
て
い
き
、
過
剰
に
た

ま
る
と
心
や
体
に
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
う
つ
病
は
「
心
の
か
ぜ
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
、
い
く
つ
か
の

要
因
が
重
な
り
、
気
分
の
落
ち
込

み
や
憂
う
つ
な
状
態
が
回
復
せ
ず
、

長
く
続
い
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
内
の
神
経
伝

達
物
質
が
正
常
に
働
か
な
く
な
り
、

病
気
の
状
態
を
引
き
起
こ
す
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
気
を
正
し

く
理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

う
つ
病
の
症
状

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
長
く
続
く

人
は
要
注
意
で
す
。

○
気
分
が
落
ち
込
む

○
今
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
が

　
楽
し
め
な
い

○
疲
れ
や
す
く
だ
る
い

○
寝
つ
き
が
悪
く
て
、
朝
早
く
目

　
が
覚
め
る

○
気
力
、
意
欲
、
集
中
力
が
低
下

　
し
た
状
態
が
続
く

○
身
体
的
症
状
と
し
て
、
眠
れ
な

　
い
・
疲
労
感
・
頭
痛
・
食
欲
低

　
下
な
ど
の
症
状

う
つ
病
を
予
防
す
る
た
め
に

　
毎
日
の
小
さ
な
イ
ラ
イ
ラ
に
対

し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
、
自
分
な
り
の
ス
ト

レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
少
し
深
刻
な
問
題
に
対
し
て
は
、

問
題
を
整
理
し
て
、
解
決
の
た
め

の
選
択
肢
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
自
分
の
手
に
余
る
深
刻

な
問
題
に
直
面
し
て
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
と
き
は
、
独
り
で
抱
え

込
ま
ず
、
家
族
や
友
人
（
必
要
な

時
は
専
門
家
）
な
ど
に
相
談
し
、

対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
社
会
生
活
で
受
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
に
、
睡
眠
や
休
養
を
し
っ

か
り
取
り
、
心
身
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら

　
う
つ
病
は
治
る
病
気
で
す
。
ま

ず
は
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
家
に

相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
の

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
う
つ
病
は
、
本
人
が
気
付
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人

が
う
つ
病
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
日

常
の
仕
事
や
家
事
が
困
難
に
な
る

な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
休
養
を

勧
め
る
な
ど
配
慮
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
精
神
科
専
門
医
に

よ
る
精
神
保
健
福
祉
相
談
や
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
人

が
相
談
に
来
ら
れ
な
い
場
合
、
家

族
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
本
紙
「
く
ら
し
の
情
報
」

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デンタルコラム
人の歯の構造について

４尾
少々
適宜

大さじ１
大さじ１
適宜

２個
１缶

１／４個
１かけら
大さじ２
少々

【ゲタのムニエルトマトソース】

◆材料（４人分）

　これからゲタのおいしいシーズ
ンになります。いつもは煮付けで
食べることが多いですが、ムニエ
ルにしてトマトソースを掛けると、
臭みが消えて子どもでも食べやす
くなります。

トマトは湯むきして、細かく刻む。
タマネギとニンニクはみじん切りにする。
フライパンにサラダ油を熱し、②を香りが出
るまで炒める。①を加え、焦げないように混
ぜながら半量になるまで煮詰め、塩・こしょ
うで薄めの味に整える。
下処理をしたゲタに塩・こしょうをし、小麦
粉を薄くまぶす。サラダ油とバターを入れ、
熱したフライパンで色よく焼く。
皿に盛り、トマトソースを掛け、パセリを添
える。ソースに刻んだパセリを散らす。

●作り方
①
②
③

④

⑤

柴田　順子さん
（牛窓町漁協女性部）

こころの健康づくり県民講座
　日時　11月６日（金）
　　　　午後１時30分～３時
　場所　ゆめトピア長船
　演題　イキイキ生きる
　　　　～こころの健康づくり～
　講師　佐藤創一郎慈圭病院精神科医
■問い合わせ先
　備前保健所
　　０８６ー２７２ー３９３４

　人の歯は外形的に「歯冠部」と「歯頚部」と「歯根部」

に区別されます。生育歯の歯冠部は、口の中に露出して

いてその表面はエナメル質で覆われています。

　エナメル質は、上皮が変化したもので歯冠部の外表に

あり、エナメル小柱とその間を満たす物質からなり、水

分が少なく乳白色または黄白色をしています。電気の不

良導体であり、硬さは＊モース硬度計で6～ 7度で水晶

の硬さと同じくらいで９６～９８％の無機質と２～４％の

有機質からなっています。歯根部の表面はセメント質に

覆われています。セメン

ト質はモース硬度計で４

～５度であり、６５％の無

機質と３５％の有機質か

らできています。歯を縦

に切るとその中央に歯の

外形を縮小したようなや

わらかい組織の歯髄があ

ります。歯髄の入ってい

る間隙を歯髄腔と呼びます。歯髄は、顎の骨の中から進

入した細い神経や血管とさまざまな細胞と体液からなっ

ています。歯髄が正常に機能しているとその歯は生きて

いるといわれます。

　顎の骨とつながっている根尖孔以外の部分は象牙質に

包まれています。象牙質は象牙細管と間質からなってい

ます。象牙質は骨細胞のない骨組織のようなものとなっ

ていて不透明な淡黄色で、硬さはモース硬度計で５～６

度となり、骨より少し硬く弾力に富んでいて電気にはエ

ナメル質と同じく不良導体で、２８％の有機質と７２％の

無機質からなっています。歯冠部と歯根部の境を歯頚部

といいます。歯と顎の骨との間には歯根膜という組織が

あり、歯と骨を歯根膜繊維でつないでいて、クッション

のような役割をしています。

　このように歯は小さなものですが、結構複雑な構造を

していますのでどの部分が欠けても、異常が起こっても

上手に食べることができなくなります。大事な歯を大切

にして長持ちするように手入れを良くしてください。な

お、歯についての疑問は、かかりつけの歯科医へお問合

せください。（＊鉱物の硬度を調べるための計測器で、一般に1

～ 10段階で表示されます。10は最も硬い鉱物で、ダイアモンド

です）　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内市歯科医師会

し　かん し　けい

し　ずい

かんげき

こんせんこう

し　こん

エナメル質

セメント質

象牙質

歯肉

歯根膜

「歯冠部」

「歯頚部」

「歯根部」

顎の骨

歯髄（歯髄腔）

根尖孔

歯の断面のようす

瀬戸内市の瀬戸内市の味味味

▽
▽

▽
▽

歯 

槽 

骨
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９
月
20
日
に
赤
枝
静
惠
さ
ん

（
邑
久
町
豊
安
）
が
満
１
０
０

歳
を
迎
え
ま
し
た
。    

　
９
月
24
日
、
高
畑
靖
明
備
前

県
民
局
健
康
福
祉
課
長
や
谷
田

孝
史
市
保
健
福
祉
部
参
与
ら
が

お
祝
い
に
、
入
所
し
て
い
る
邑

久
ナ
ー
シ
ン
グ
を
訪
問
。

　
職
員
や
入
所
者
の
皆
さ
ん
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
お
祝
い
状

や
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

赤
枝
さ
ん
は
、
元
教
師
ら
し
い

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
お
礼

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
、
何
事
に

も
熱
心
に
、
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
何

で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

赤
枝
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

 

赤
枝
静
惠
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
に

関係者を前にお礼のあいさつをする赤枝さん

働
く
っ
て
大
変
だ
け
ど
楽
し
い

 
長
船
中
学
校
２
年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク

ストローを使ったレクリエーション（長船荘）

　
邑
久
町
虫
明
の
景
観
を
ま
と

め
た
「
虫
明
八
景
」
の
切
り
絵

は
が
き
・
便
せ
ん
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
道
の
駅
黒
井
山
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ゆ
う
ゆ
う
交
流

館
が
、
虫
明
の
自
然
や
歴
史
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
版

画
作
家
友
田
充
さ
ん
（
京
都
市
）

に
制
作
を
依
頼
し
て
い
た
も
の

で
す
。

　「
虫
明
八
景
」
は
、
虫
明
に

陣
屋
を
構
え
た
岡
山
藩
筆
頭
家

老
の
伊
木
忠
親
が
１
６
８
０
年

に
選
定
し
た
も
の
で
、
忠
親
の

主
君
の
二
代
藩
主
池
田
綱
政
が

そ
の
八
景
を
和
歌
に
詠
み
、
六

代
将
軍
徳
川
家
宣
に
仕
え
た
新

井
白
石
が
漢
詩
を
作
り
、
多
く

の
文
人
た
ち
に
広
ま
り
ま
し
た
。

切
り
絵
に
は
、
こ
の
和
歌
や
漢

詩
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、
詩
情

あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
は
が
き
（
８
枚
セ
ッ
ト
）
、

便
せ
ん（
32
枚
つ
づ
り
）と
も
に

４
２
０
円
で
同
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

虫
明
八
景
が
切
り
絵
に

 

道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館
が
制
作

　
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で

の
３
日
間
、
長
船
中
学
校
の
２

年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
。
こ
の
行
事

は
、
中
学
生
が
実
際
に
職
場

を
訪
問
し
、
そ
こ
で
働
く
こ

と
で
、
仕
事
を
す
る
喜
び
や
、

厳
し
さ
を
感
じ
て
、
将
来
に

役
立
て
て
い
く
学
習
で
す
。

 

51
カ
所
あ
る
事
業
所
か
ら
市

企
画
振
興
課
で
職
場
体
験
を

行
っ
た
細
川
楓
生
君
が
取
材

し
た
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
長
船
荘
」
と
「
長
船
町
公

民
館
」
で
の
様
子
を
伝
え
ま
す
。

　
長
船
荘
に
行
っ
た
生
徒
は
、

一
年
生
の
時
に
訪
問
し
て
、

興
味
を
持
っ
た
か
ら
と
職
場

体
験
の
場
に
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
の
言
葉

づ
か
い
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
に
行
っ
た
４
人
は
、

担
当
の
人
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
芝
刈
り
機
を
使
っ

た
り
、
書
類
の
整
理
を
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の

一
人
は
、「
思
っ
て
い
た
よ
り

大
変
で
し
た
が
、
公
民
館
は

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
っ
て
、

疲
れ
た
け
ど
面
白
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
感
想
】

　
写
真
を
撮
っ
た
り
、
記
事

を
書
い
た
り
し
て
、
大
変
で

し
た
が
、
貴
重
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
。（
細
川
楓
生
）

広報紙用の写真を選ぶ細川君

虫明の美しい景観を切り絵で表現

芝刈りを行う生徒たち（長船町公民館）

　
９
月
29
日
、
福
元
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
の
中
央
公
園
（
邑
久
町

福
元
）に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

ひ
ま
わ
り
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
　
同
団
地
が
で
き
て
約
30
年
。

現
在
、
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、

そ
の
孤
立
化
が
問
題
と
な
る
中
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
見
直
す
こ

と
で
、
明
る
く
過
ご
せ
る
き
っ

か
け
に
と
、
岡
山
県
備
前
県
民

局
と
岡
山
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
開
講
し
て
い
る
ま
ち
づ
か
い

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し

て
い
る
谷
原
和
子
さ
ん
と
吉
田

か
よ
子
さ
ん
ら
の
呼
び
掛
け
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
友
達
を
誘
っ
て
き

た
り
、
通
り
掛
か
り
の
人
に
声

を
掛
け
た
り
し
て
、
初
回
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
カ
フ
ェ
は
、
大
に
ぎ
わ
い
。

コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
、
紅
茶
の
飲

み
物
や
持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
が

振
る
舞
わ
れ
、
い
ろ
ん
な
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
知
ら
な

い
人
と
話
が
で
き
、
友
達
づ
く

り
に
な
っ
た
。
次
回
も
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
開
催
日
時
は
、
毎
週
火
曜
日

午
後
１
〜
４
時
（
雨
天
中
止
）
。

参
加
費
と
し
て
、
１
人
１
０
０

円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

団
地
の
オ
ア
シ
ス
に
み
ん
な
集
ま
れ
！

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
ひ
ま
わ
り
が
オ
ー
プ
ン

か
　
い

た
だ
ち
か

い
え
の
ぶ

このカフェでは誰もが知り合い

　
救
急
の
日
の
９
月
９
日
、
瀬

戸
内
市
消
防
本
部
は
、
救
急
業

務
に
対
す
る
地
域
住
民
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

の
た
め
地
域
住
民
に
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
国
府
幼
稚
園
の
太
田
知
那

さ
ん
に
一
日
救
急
隊
長
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
、
同
消
防
本
部

で
救
急
技
術
訓
練
な
ど
を
見
学

後
、
国
府
幼
稚
園
に
行
き
、
救

急
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
。

園
児
た
ち
は
正
解
す
る
た
び
に

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　
ま
た
、
長
船
町
の
ス
ー
パ
ー

で
は
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
応

急
手
当
の
大
切
さ
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

救
急
業
務
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

 

国
府
幼
稚
園
教
諭
の
太
田
知
那
さ
ん
を
一
日
救
急
隊
長
に
委
嘱

クイズを通して救急について楽しく学習

切り絵を手にするゆうゆう交流館の三宅久雄支配人

ち
　
な
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巻
の
五
十
八

　
世
界
に
多
く
の
名
刀
伝
説
が

あ
る
中
で
、
日
本
は
そ
の
逸
話

の
数
が
群
を
抜
い
て
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

名
刀
伝
説
　

　
代
表
的
な
逸
話
と
し
て
、
神

話
よ
り
伝
わ
り
し
、
三
種
の

神
器
の
一
つ
「
草
薙
剣
」
を

は
じ
め
、
天
照
大
神
に
仕
え

る
神
の
鳥
・
八
咫
烏
が
も
た

ら
し
た
平
家
重
代
の
名
宝

「
小
烏
丸
」
、
切
ら
ず
し
て
骨

ま
で
砕
く
足
利
尊
氏
の
愛
刀

「
骨
喰
藤
四
郎
」、
将
軍
家
か

ら
の
督
促
に
土
佐
一
国
に
変
え

て
も
手
放
さ
な
い
と
し
た
山
内

家
の
家
宝
「
一
国
兼
光
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
実
用
と
し
て
の
切
れ
味
の
凄

さ
だ
け
で
な
く
、
物
の
怪
を
切

り
、
厄
災
を
払
い
、
御
家
の
宝

物
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
き
た

御
刀
た
ち
は
、
い
つ
し
か
伝
説

と
な
り
、
名
刀
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

名
刀
論

　「
人
を
切
ら
ず
、
た
だ
人
の

業
だ
け
を
断
ち
切
る
」
も
の
が

究
極
の
名
刀
と
定
義
し
た
の
は
、

『
精
霊
の
守
り
人
』（
上
橋
菜
穂

子
著
）
の
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
番

組
に
出
て
く
る
刀
匠
の
言
葉
。

原
作
に
は
無
い
シ
ー
ン
で
す
が
、

そ
の
風
貌
と
語
り
が
亡
く
な
っ

た
人
間
国
宝
の
隅
谷
正
峯
刀
匠

を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
名
刀
論
に
「
川

に
突
き
刺
し
た
二
口
の
御
刀
が

あ
り
、
一
方
の
御
刀
で
は
上
流

か
ら
流
れ
て
き
た
葉
っ
ぱ
が
ス

パ
ッ
と
切
れ
、
他
方
は
葉
が
御

刀
を
避
け
て
流
れ
て
い
っ
た
。

さ
て
ど
ち
ら
が
名
刀
か
？
」
と

い
う
問
答
を
交
え
た
話
が
あ
り

ま
す
。
答
え
は
両
方
と
も
名
刀

だ
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、「
武

士
た
る
も
の
、
所
持
せ
し
御
刀

の
徳
を
も
っ
て
敵
を
退
け
る
方

が
な
お
良
い
」
と
説
い
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
葉
が
避
け
て
い
く

御
刀
の
方
が
よ
り
名
刀
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
の
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
精
霊
の
守
り
人

の
刀
匠
の
言
葉
と
し
て
、「
武

人
と
刀
鍛
冶
が
互
い
の
信
頼
に

基
づ
い
て
、
刀
を
作
り
、
そ
し

て
使
う
と
い
う
伝
統
、
そ
こ
に

究
極
の
名
刀
が
生
ま
れ
る
余
地

が
あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
ど
ん
な
に
精
魂
込
め
て
作
っ

た
刀
も
、
使
い
手
に
よ
っ
て
名

刀
に
も
な
り
、
妖
刀
に
も
な
る

と
い
う
の
で
す
。

　
日
本
に
は
「
刀
は
抜
か
ざ
る

に
利
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
御
刀
を
抜

い
て
物
事
を
収
め
る
よ
り
、
抜

か
ず
に
物
事
を
収
め
る
方
が
よ

り
価
値
が
あ
る
と
い
う
意
味
で

す
が
、
前
述
の
刀
匠
の
考
え
か

ら
す
れ
ば
、
日
本
に
は
名
刀
が

生
ま
れ
る
素
地
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

お
守
り
刀
と
名
刀
伝
説

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　中央公民館図書室　　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

　話題の生キャラメルがおうちで簡
単にできる！　塩・黒糖・ミルク・ヨー
グルト・抹茶など、人気の味12種類
の作り方を紹介。キャラメルクリーム
を使ってできるやさしいシンプルおや
つもお試しください。

海堂　尊　著

外科医　須磨久善

　小学館　刊

小学館の図鑑・NEOぷらす
くらべる図鑑

　自身が医師でもある「チームバ
チスタの栄光」の作者が、日本で
初めてバチスタ手術を行った神の
手を持つといわれる世界的な心
臓外科医の須磨久善氏の姿をつ
づった初のノンフィクション作品です。

　約50のテーマで世界最大！世
界最小！世界最速！など、いろいろ
なもののサイズ、能力、特徴を比べ
る図鑑です。大迫力のビジュアル
で比べる面白さ！　新たな発見と
驚きのトビラが開きます。

今月のおすすめ本

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

　岡山・兵庫ふるさとレールスタンプ

ラリーが開催されます。岡山県と兵庫

県を結ぶＪＲ山陽本線、赤穂線、姫新

線沿線には、おいしいものや見どころ

がいっぱい。鉄道旅でスタンプを集め

ながら、各地の歴史・文化・風景を楽

しみましょう。

　スタンプを集めて応募すると、抽選

で５万円の旅行券やデジタルカメラな

どの賞品が当たります。

　応募用紙と詳細は、ＪＲ各駅や市役

所に置いてあるパンフレットをご覧く

ださい。

　実施期間　11月１日（日）～平成22
　年２月28日（日）

　応募期限 
　平成22年３月10日（水）必着

■問い合わせ先
　岡山県備前県民局協働推進室

　　０８６－２３３－９８９０

中島　有香　著

生キャラメルとキャラメルおやつ 

　
本
年
度
、
２
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

利
用
し
て
、
交
流
事
業
や
ふ
れ
あ
い
事

業
な
ど
に
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。
玉
津
地
区
で
は
、
調
理
器
具
や
物

品
を
保
管
す
る
た
め
の
物
置
を
、
本
庄

地
区
で
は
、
視
聴
覚
機
器
と
調
理
器
具

を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
（
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
）

や
自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
助
成
を
行

う
も
の
で
、
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

を
財
源
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
振
興
と
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
整
備
し
た
備
品
な
ど
に
は
、「
宝

く
じ
助
成
金
」
の
ロ
ゴ
な
ど
の
表
示
が

必
要
。
申
請
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
通
常
、

最
高
で
２
５
０
万
円
の
助
成
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
に
ぜ
ひ
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
企
画
振
興
課

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
３
１

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

第
四
回
目
と
な
る
お
守
り
刀
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
守
り
刀
は
、
新
生
児
や
花

嫁
、
人
生
の
門
出
の
際
に
与
え

る
習
慣
で
、
御
刀
に
秘
め
ら
れ

て
い
る
神
秘
的
な
力
で
、
目
に

見
え
ぬ
災
難
な
ど
か
ら
身
を
守

り
、
健
や
か
な
成
長
を
願
う
思

い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
展
示
さ
れ
て
い
る
御

刀
達
も
、
大
切
に
手
入
れ
を
行

う
こ
と
で
、
百
年
、
二
百
年
の

時
を
超
え
て
伝
わ
る
「
伝
家
の

宝
刀
」
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
す
で
に
名
刀
と
な
っ

た
御
刀
も
、
多
数
展
示
し
て
い

ま
す
。
文
化
庁
所
蔵
、
重
要
文

化
財
「
太
刀
　
銘
　
豊
後
国
行

平
作
」
は
、
鎌
倉
初
期
の
細
身

で
優
美
な
姿
を
し
、
極
め
て
格

調
高
い
名
品
で
す
。
行
平
は
鬼

神
を
弟
子
に
作
刀
し
た
な
ど
鬼

伝
説
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
刀
匠
。
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
限
　
12
月
６
日
（
日
）

▽
記
念
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
11
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場
　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　
　
０
８
６
９
―
６
６
―
７
７
６
７

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

や
　
た
　が
ら
す

ほ
ね
ば
み
と
う   

し  

ろ
う

こ
　が
ら
す
ま
る

い
っ
こ
く
か
ね
み
つ

も
の
　
　
　
け

お
か
た
な

ご
うせ

い
れ
い

ま
も  

　  

び
とす

み
た
に
ま
さ
み
ね

ふ
た
ふ
り

あ
し

か
が
た
か
う
じ

第
四
回
　
お
守
り
刀
展
覧
会

▽
▽

1819
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市
民
病
院
で
は
、
生
活
習
慣
病

教
室
を
毎
月
１
回
、
開
催
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜

▽
場
所
　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ
　
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

▽
定
員
　
30
人
（
病
院
食
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
事
付
き
）

　
　
　
　
　
１
０
０
円
（
食
事
な
し
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
２
３
４

　
瀬
戸
内
市
で
は
、
平
成
21
年
度

戦
没
者
追
悼
式
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
福
祉
課

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
５
９
４
１

　
日
本
料
理
な
ど
に
添
え
る
「
つ

ま
も
の
」
用
の
葉
っ
ぱ
を
地
域
の

農
家
で
栽
培
し
、
産
業
と
し
て
育

て
た
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
掛
け

人
で
も
あ
る
横
石
さ
ん
。

　
瀬
戸
内
市
商
工
会
で
は
、
こ
の

横
石
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
地

域
に
活
力
を
吹
き
込
み
、
地
域
再

生
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
、
徳

島
県
上
勝
町
で
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
紙
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
テ
ー
マ
　「
そ
う
だ
、
葉
っ
ぱ
を

　
売
ろ
う
！
」

▽
講
師
　
横
石
知
二
さ
ん
（
　
い

　
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
）

▽
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
市
商
工
会

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
１
０

　
勤
労
感
謝
の
日
で
あ
る
11
月
23

日
は
「
か
き
の
日
」
で
す
。

 

栄
養
豊
富
な
カ
キ
を
食
べ
て
疲
れ

を
吹
き
飛
ば
し
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
邑
久
町
漁
協
で
も
、
次
の
と
お

り
「
岡
山
か
き
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
旬
を
迎
え
る
虫
明
の
カ
キ
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
（
カ
キ
が
な
く
な

　
り
次
第
終
了
）

▽
場
所
　
邑
久
町
漁
協
直
売
所（
道

　
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
内
）

▽
内
容
　
殻
付
き
カ
キ
、
む
き
身

　
カ
キ
、
カ
キ
の
佃
煮
の
販
売
、

　
焼
き
カ
キ
、
カ
キ
の
味
噌
汁
の

　
試
食

※
試
食
は
、
先
着
３
０
０
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
久
町
漁
業
協
同
組
合

　
　
０
８
６
９
―
２
５
―
０
２
３
１

戦
没
者
追
悼
式

生
活
習
慣
病
教
室

豊
穣
感
謝
祭

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

「
か
き
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

　
道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
で
は
、
収
穫
の
秋
、
豊
か
な
自

然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
豊
穣
感

謝
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
元
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
、
丹

誠
込
め
て
育
て
た
季
節
の
食
材
を

使
っ
た
親
子
料
理
教
室
や
伝
統
芸

能
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
来
場
者
に
は
、
先
着
５
０
０
人

に
ア
ヒ
ル
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？

▽
日
時
　
11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜

▽
場
所
　
道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー

　
ン
パ
ー
ク

■
問
い
合
わ
せ
先

　
道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
　
０
８
６
９
―
２
５
―
０
８
９
１

▽
日
時
　
11
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

▽
場
所
　
あ
じ
さ
い
の
お
か
牛
窓

▽
内
容

　
①
自
宅
で
介
護
す
る
人
な
ど
の
交
流
会

　
②
知
っ
て
得
す
る
介
護
保
険
最
新
情
報

▽
参
加
費
　
無
料

※
参
加
希
望
の
人
は
、
事
前
に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
６
３
６
６

　
11
月
１
〜
30
日
は
、
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す
。
事
業
主
の

皆
さ
ん
、
労
働
保
険
へ
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？
　
従
業
員
を
１

人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の

人
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事

業
主
の
人
は
、
加
入
手
続
き
を
早

め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
し
て
行
う
、
労
働
保
険
事

務
組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

　
　
０
８
６
―
９
４
２
―
３
２
１
２

　
備
前
福
岡
の
大
市
で
、
来
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
あ
っ
晴
れ
！
お
か
や

ま
国
文
祭
」
盛
り
上
げ
隊
の
「
風

の
楽
団V

ie
n
to

」
に
よ
る
オ
カ

リ
ナ
演
奏
も
実
施
（
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
妙
興
寺
中
庭
）。
皆
さ

ん
、
こ
の
機
会
に
備
前
福
岡
の
大

市
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
22
日
（
日
）

　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所
　
長
船
町
福
岡
市
場
小
路
一
帯

■
問
い
合
わ
せ
先

　
備
前
福
岡
の
大
市
実
行
委
員
会

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
３
２
１
１

家
族
介
護
者
交
流
会

労
働
保
険
に
入
ろ
う
！

備
前
福
岡
の
大
市
で

国
文
祭
Ｐ
Ｒ

（株）

市臨時職員募集

職　種 臨時職員（司書）

採用予定人員

受 験 資 格

勤 務 場 所

勤 務 内 容

採 用 期 間

試験日・場所

試 験 内 容

受 付 期 限

提 出 書 類

１人

問い合わせ・提出先

〒701-4221

瀬戸内市邑久町尾張465ー1

瀬戸内市中央公民館

　08 6 9ー2 2ー3 7 6 1

司書の資格を有する人

瀬戸内市内図書室

図書の用務

１１月２２日（日）市中央公民館

作文・面接試験

１２月１日～平成２２年３月３１日

（育児休業等代替期間）

１１月１５日（日）　月・祝日を除く

午前８時３０分～午後５時

受験申込書（市中央公民館で交付）、

履歴書、資格を証する書面

2021

くらしの情報くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

代表電話番号

瀬戸内市ホームページアドレス
http://www.city.setouchi.lg.jp

瀬戸内市役所

牛 窓 支 所

長 船 支 所

ゆめトピア長船

教育委員会

上下水道部

消 防 本 部

裳掛出張所

　22-1111

　34-3431

　26-2001

　26-8001

　34-5640

　22-1325

　22-1333

　25-0004

市外局番
0869

携帯電話用QRコード
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お
い
が
し
た

○
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
た
後
、
車

　
の
調
子
が
何
か
お
か
し
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
国
税
局
消
費
税
課

　
　
０
８
２
―
２
２
１
―
９
２
１
１

　
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
土
地
・
建
物

や
会
社
の
登
記
事
項
証
明
書
の
送

付
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項

証
明
書
の
請
求
手
数
料
は
７
０
０

円
で
、
返
信
郵
送
料
は
法
務
局
負

担
で
不
要
で
す
。
窓
口
請
求
と
通

常
の
郵
送
請
求
は
１
、
０
０
０
円

で
、
郵
送
請
求
の
返
信
郵
送
料
は
、

請
求
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
不

動
産
登
記
や
会
社
・
法
人
登
記
の

申
請
も
可
能
で
す
。
登
記
内
容
に

よ
り
最
大
５
、
０
０
０
円
の
登
録

免
許
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
証
明

請
求
、
登
記
申
請
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　
　
０
８
６
―
６
４
―
２
７
７
０

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:// 

　

　h
o
u
m
u
k
yo
k
u
.m
o
j.g
o
.jp
/

裁
判
員
制
度

　
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

本
年
５
月
21
日
か
ら
新
し
く
始
ま

っ
た
裁
判
員
制
度
は
、
来
年
、
実

施
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
地
方
裁
判
所
で
は
、
昨
年
と
同

様
に
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
、

く
じ
に
よ
り
無
作
為
に
抽
出
し
た

名
簿
を
基
に
、
平
成
22
年
分
の
裁

判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、

名
簿
記
載
通
知
が
11
月
に
届
き
ま

す
。

　
こ
の
通
知
は
、
平
成
22
年
２
月

ご
ろ
か
ら
平
成
23
年
２
月
ご
ろ
ま

で
の
間
に
、
裁
判
所
に
出
向
い
て
、

裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
事
前
に
知
ら
せ
、
あ
わ

せ
て
心
づ
も
り
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
送
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
通
知
書
と
合
わ
せ

て
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
や
１
年
を
通
じ
て
裁
判
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の

理
由
な
ど
を
お
尋
ね
す
る
調
査
票

も
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
実
際
の

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ

た
場
合
は
、
具
体
的
な
裁
判
の
日

程
を
前
提
に
、
あ
ら
た
め
て
辞
退

の
希
望
を
う
か
が
い
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
　
０
８
６
―
２
２
２
―
６
７
７
１

　
12
月
１
日
は
、
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
で
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
、

１
９
８
８
年
に
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防

止
と
エ
イ
ズ
患
者
・
感
染
者
に
対

す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
こ
の
日
を
定

め
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動

の
提
唱
を
始
め
ま
し
た
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
の
新
規
報
告
数

は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
早
期
発

見
に
よ
る
適
切
な
治
療
の
効
果
が

高
ま
っ
て
き
て
い
て
、
医
療
機
関

や
最
寄
り
の
保
健
所
で
検
査
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
備
前
保
健
所
で
は
、
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
次
の
日
程

で
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
は
、
匿
名
、
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
５
〜
８
時

▽
場
所
　
備
前
保
健
所

※
検
査
は
予
約
制
で
す
。
希
望
す

　
る
人
は
、
12
月
３
日
（
木
）
の

　
午
後
５
時
ま
で
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
備
前
保
健
所

　
　
０
８
６
―
２
７
２
―
５
５
５
３

　
不
正
ガ
ソ
リ
ン
と
は
、
正
規
の

ガ
ソ
リ
ン
に
、
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の

も
の
（
灯
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料

な
ど
）
を
混
ぜ
て
増
量
し
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ガ
ソ
リ
ン
を
車
に

使
用
す
る
と
、
悪
影
響
が
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
揮
発
油
税
の
脱
税

行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
い
た

ら
、
不
正
ガ
ソ
リ
ン
１
１
０
番
に

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
時
に
変
な
に

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

不
正
ガ
ソ
リ
ン
１
１
０
番

ポリオ予防接種
　ポリオは「小児マヒ」と呼ばれ、生ワクチン
を口から飲む予防接種です。以前は流行を繰
り返していましたが、予防接種の効果で現在は、
国内での自然感染は報告されていません。
　しかし、現在でもインド、アフリカなどで
はポリオの流行があり、海外との交流も多い
時代なので、予防のためにワクチンを飲んで
免疫を付けておきましょう。
　日時　11月４日（水）午後１時30分～２時
　場所　ゆめトピア長船
　対象年齢　生後３カ月～９０カ月
　接種方法　６週間以上あけて２回経口投与
　接種料金　無料
　持参するもの　①母子健康手帳
　　　　　　　　②予診票（記入したもの）
　接種に際してのお願い　発熱や下痢をして
　いるとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は、会場にもあります）。
■問い合わせ先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます　
－年末調整・確定申告まで大切に保管を！－

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申

告において、全額が社会保険料控除の対象と

なります。その年の１月１日から１２月３１日

までに納付した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、支

払ったことを証明する書類の添付が義務付け

られています。

　このため、平成２１年１月１日から９月３０

日までの間に国民年金保険料を納付した人に

ついては、「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が本年１１月上旬に社会保険庁

から送付されますので、年末調整や確定申告

の際には必ずこの証明書（または領収証書）

を添付してください。

　また、１０月１日から１２月３１日までの間に、

今年初めて国民年金保険料を納付する人につ

いては、来年の２月上旬に送付されます。

　なお、家族の国民年金保険料を納付した場

合も、本人の社会保険料控除に加えることが

できますので、家族あてに送られた控除証明

書を添付の上、申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

についてのご照会は、控除証明書のはがきに

表示されている専用ダイヤルまたは社会保険

事務所へお問い合わせてください。

■問い合せ先

　専用ダイヤル

　　０５７０ー０７０ー１１７

　岡山東社会保険事務所

　　０８６ー２７０ー７９２８

不正ガソリンに関する情報をお寄せください

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
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広報 せとうち No.602009.11 2425

11

文化の日
体協　剣道大会（長船スポーツ公園体育館）9：00～
長島健康ウォーク（邑久光明園）10：00～15：00

育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

体協　シングルステニス大会（邑久スポーツ公園テニスコート）9：00～
体協　卓球大会（長船スポーツ公園体育館）9：30～
刀剣文化講演会＆シンポジウム（備前おさふね刀剣の里）13：30～15：00

育児相談（ゆめトピア長船）9：30～11：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

行政・なやみごと相談（牛窓町公民館）10：00～12：00

心配ごと相談（牛窓町公民館）9：00～12：00

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

身体障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

乳幼児こころの健康相談（ゆめトピア長船）14：00～15：00

心配ごと相談（ゆめトピア長船）9：00～12：00

精神保健福祉相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

瀬戸内市子育て支援講演会（ゆめトピア長船）13：30～15：00

勤労感謝の日

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

行政・なやみごと相談（ゆめトピア長船）10：00～12：00

思春期こころの健康相談（地域生活支援センタースマイル）10：00～15：00

体協　少年ソフトボール大会（長船スポーツ公園多目的広場）8：30～

こころの健康相談（ゆめトピア長船）13：30～15：00

知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00

体協　秋季軟式野球大会1日目（邑久スポーツ公園野球場、長船スポーツ公園多目的広場）8：30～
体協　近隣親善ソフトテニス大会（邑久スポーツ公園テニスコート）9：00～
スポ少　市長杯サッカー大会（邑久スポーツ公園多目的グラウンド）9：30～

体協　バドミントン大会（邑久中学校体育館）9：00～
体協　秋季軟式野球大会2日目（邑久スポーツ公園野球場、長船スポーツ公園多目的広場）8：30～
体協　歩こう会　閑谷学校コース（8時57分邑久駅発赤穂線）

心配ごと相談（邑久町総合福祉センター）9：00～12：00
住宅増改築相談（瀬戸内市役所）9：00～15：00
年金相談（瀬戸内市役所）10：00～15：00

行政・なやみごと相談（瀬戸内市役所）10：00～12：00
知的障害者専門相談（地域生活支援センタースマイル）13：00～17：00
消費生活相談（瀬戸内市役所）9：00～12：00
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人の動き

39, 484

18, 833

20, 651

14, 351

人口

　男

　女

世帯

人

人

人

戸

（－14）

（－ 5）

（－ 9）

（＋14）

《平成２１年 １０月１日現在》

育児相談

◇月日・場所
　11月10日（火）・24日（火）
　ゆめトピア長船
◇時間　午前９時30分～11時
■問い合わせ先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

思春期こころの健康相談

◇月日・場所
　11月７日（土）・14日（土）・28日（土）
　市地域生活支援センタースマイル
◇時間　午前10時～午後３時
◇内容　相談員　思春期保健相談士　要予約
■問い合わせ・予約先
　市地域生活支援センタースマイル
　　０８６９－２２－９６００

住宅増改築相談

◇月日・場所
　11月18日（水）瀬戸内市役所
◇時間　午前９時～午後３時
◇内容　相談員　住宅相談員
■問い合わせ先
　市建設課　　０８６９－２２－２６４９

年金相談

◇月日・場所
　11月18日（水）瀬戸内市役所
◇時間　午前10時～午後３時
◇参加費　無料
※社会保険事務所の職員が年金の相談に応じます。
■問い合わせ先
　市市民課　　０８６９－２２－１７９０

子どもの健診

◇時間　午後１時15～45分
◇場所　ゆめトピア長船
◇内容
・乳児健診（４・５カ月児）
　１１月１７日（火）　対象：平成２１年６月生
・乳児健診（９・10カ月児）
　１１月１８日（水）　対象：平成２１年２月生
・１歳６ヵ月児健診
　１１月１１日（水）　対象：平成２０年４月生
・２歳児健診
　１１月１２日（木）　対象：平成１９年７月生
・３歳児健診
　１１月２５日（水）　対象：平成１８年５月生
■問い合わせ先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

消費生活相談

◇月日・場所
　11月19日（木）瀬戸内市役所
◇時間　午前９時～正午
◇内容　相談員　くらしの相談員
■問い合わせ先
　市生活環境課　　０８６９－２２－１８９９

精神保健福祉相談

◇月日・場所
　11月20日（金）ゆめトピア長船
◇時間　午後１時30分～３時
◇内容　相談員　精神科専門医　要予約
■問い合わせ・予約先
　備前保健所　　０８６－２７２－３９３４

乳幼児こころの健康相談

◇月日・場所
　11月13日（金）ゆめトピア長船
◇時間　午後２～３時
◇内容　相談員　臨床心理士　要予約
■問い合わせ・予約先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

身体障害者専門相談

◇月日・場所
　11月10日（火）・17日（火）・24日（火）
　市地域生活支援センタースマイル
◇時間　午後１～５時
◇内容　相談員　専門相談員　要予約
■問い合わせ・予約先
　市地域生活支援センタースマイル
　　０８６９－２２－９６００

知的障害者専門相談

◇月日・場所
　11月５日（木）・12日（木）・19日（木）・26日（木）
　市地域生活支援センタースマイル
◇時間　午後１～５時
◇内容　相談員　専門相談員　要予約
■問い合わせ・予約先
　市地域生活支援センタースマイル
　　０８６９－２２－９６００

こころの健康相談

◇月日・場所
　11月９日（月）・30日（月）
　ゆめトピア長船
◇時間　午後１時30分～３時
◇内容　相談員　臨床心理士　要予約
■問い合わせ・予約先
　市健康づくり推進課　　０８６９－２６－５９６２

行政相談
◇月日・場所
　11月19日（木）　瀬戸内市役所
　11月25日（水）　牛窓町公民館
　11月27日（金）　ゆめトピア長船
◇時間　午前10時～正午
◇内容　相談員　行政相談委員
■問い合わせ先
　市総務課　　０８６９－２２－１１１２

なやみごと相談
◇月日・場所
　11月19日（木）瀬戸内市役所
　11月25日（水）牛窓町公民館
　11月27日（金）ゆめトピア長船
◇時間　午前10時～正午
◇内容　相談員　人権擁護委員
■問い合わせ先
　市市民課　　０８６９－２２－３９２２

心配ごと相談

◇月日・場所
　11月４日（水）　邑久町総合福祉センター
　11月11日（水）　ゆめトピア長船
　11月18日（水）　邑久町総合福祉センター
　11月25日（水）　牛窓町公民館
◇時間　午前９時～正午
◇内容　相談員　心配ごと相談員、弁護士（要予約）
■問い合わせ先
　市社会福祉協議会本所　　０８６９－２２－２９４０
　市社会福祉協議会長船支所　　０８６９－２６－３１００
　市社会福祉協議会牛窓支所　　０８６９－３４－６９２４

各種相談・その他



☆両親　裕章・昌子さん
☆両親から　ねぇねと仲良く、元気に、優しく
　大きくなってね！
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、
家
族
旅
行
は
、
今
年
も
こ

れ
で
お
し
ま
い
。
で
も
、
深
夜

立
ち
寄
っ
た
大
台
ヶ
原
で
は
、

び
っ
く
り
す
る
数
の
星
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
！
▼
「
思
い
出
は
、
お
金

で
買
え
な
い
も
の
だ
よ
」
っ
て
言

っ
て
く
れ
た
人
が
い
ま
す
。
ど

こ
に
も
連
れ
て
行
け
ず
、
安
く

上
げ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
そ
の

言
葉
ど
お
り
小
さ
な
心
に
ち
ゃ

ん
と
残
っ
た
よ
う
で
す
。
ナ
ベ

　
　

編

集

後

記

せ
と
う
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス

幸
運
を
呼
び
込
ん
だ

　
　
　
　
藤
色
の
ボ
ー
ル

　
市
民
大
学
講
座
と
し
て
お
な
じ
み

の
「
村
塾
」
が
、
次
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

▽
月
日
　
11
月
21
日
（
土
）

※
以
降
の
予
定
　
12
月
19
日
（
土
）、

　
平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）、　

　
２
月
21
日
（
日
）、
３
月
21
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
後
１
〜
４
時

▽
場
所
　
市
中
央
公
民
館

▽
内
容
　「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
西

　
洋
倫
理
思
想
史
」

▽
講
師
　
稲
村
秀
一
教
授
（
岡
山
大

　
学
社
会
文
化
科
学
）

▽
参
加
費
　
毎
回
６
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
光
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
４
―
０
０
２
２

　
邑
久
町
山
田
庄
に
お
住
ま
い
の
木

下
一
枝
さ
ん
（
瀬
戸
内
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
邑
久
会
所
属
）
が
、

岡
山
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
の
第
６
回
県
知
事
杯
交
歓
大
会

で
、
見
事
女
子
の
部
の
総
合
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
倉
敷
市
水
島
緑
地
福

田
公
園
で
行
わ
れ
た
、
同
大
会
に
は

県
下
の
各
協
会
か
ら
、
１
２
０
０
人

以
上
に
上
る
大
勢
の
人
が
参
加
。

　
女
子
の
部
に
出
場
し
た
木
下
さ
ん
は
、

愛
用
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
成
功
す
る
な
ど
、
好
調
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
競
技
中
に
こ

の
ボ
ー
ル
が
真
っ
二
つ
に
な
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
。

　
そ
の
後
の
競
技
を
、
初
め
て
使
う

藤
色
の
ボ
ー
ル
で
冷
静
に
続
け
た
結
果
、

ト
ー
タ
ル
57
打
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

最
後
は
、
プ
レ
ー
オ
フ
の
接
戦
を
制

し
て
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
藤
色
の
ボ
ー
ル
は
、
大
会
当

日
の
朝
、
ご
主
人
の
武
夫
さ
ん
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
も
の
。
ま
さ

し
く
幸
運
を
呼
び
込
む
ボ
ー
ル
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
夫
婦
仲
良
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

△山本敏子さん（牛窓町牛窓）

投
稿
募
集
中
！

①
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙

②
短
歌
・
俳
句
・
詩

③
１
歳
の
赤
ち
ゃ
ん

④
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
告
知
　
　 

な
ど

☆
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
１
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
は
写
真
と
両
親
の
名
前
、

赤
ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
、
両
親
か
ら

の
ひ
と
こ
と
）
を
明
記
の
上
、
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で

市
企
画
振
興
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

☆
留
意
点

 

・
掲
載
の
都
合
上
、
投
稿
作
品
を
す
べ

　
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
原
則
と
し
て
、
原
稿
や
作
品
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
市
企
画
振
興
課

　
〒
７
０
１
―
４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
―

１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
０
３
１

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
３
０
４

　
電
子
メ
ー
ル

　h
iro
b
a@
city.seto

u
ch
i.lg
.jp

：

FAX

田
中
　
聡
介 

ち
ゃ
ん

（
邑
久
町
北
島
）

平
成
20
年
９
月
19
日
生

そ
う
す
け

☆両親　朋之・映香さん
☆両親から　可愛い笑顔でお姉ちゃんと仲良く
　元気に育ってね！！！

日
下
　
涼 

ち
ゃ
ん

（
長
船
町
福
岡
）

平
成
20
年
３
月
14
日
生

り
ょ
う

☆両親　隆三・悦子さん
☆両親から　いつも元気いっぱいの麗愛。誰から
　も愛される女の子になってね！

森
木
　
麗
愛 

ち
ゃ
ん

（
長
船
町
服
部
）

平
成
19
年
12
月
４
日
生

れ
い 

あ

夫への感謝を込めて一句。
「つれあいのプレゼンボールで県知事杯」

川
柳
川
柳

冠
句

俳
句

川
柳

天
高
し
　
背
筋
伸
ば
し
て
ワ
ル
ツ
踏
む

　
　
　
　
豊
田
　
瑞
代
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

忘
れ
果
て
　
招
魂
の
碑
は
草
生
し
て

　
　
　
　
三
谷
　
康
彦
さ
ん
（
邑
久
町
豊
安
）

未
完
の
詩
　
夢
を
つ
な
い
で
生
き
る
幸

　
　
　
　
塩
見
　
愛
子
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

天
高
し
　
少
年
口
笛
吹
い
て
来
し

　
　
　
　
後
藤
　
靖
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

立
ち
直
る
　
心
と
共
に
身
も
軽
く
　

　
　
　
　
谷
元
久
美
子
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

蜘
蛛
の
糸
柿
の
枯
れ
葉
を
か
っ
ち
り
と

　
　
　
　
堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

し
み
じ
み
と
秋
の
夜
長
を
仕
舞
風
呂

　
　
　
　
吉
川
　
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
を
駆
る
子
供
と
走
る
秋
の
雲

　
　
　
　
片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

地
下
足
袋
の
鞐
を
掛
け
て
五
十
年

　
　
　
　
浦
上
　
栄
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

月
に
濡
れ
鈴
虫
の
音
に
聴
く
鼓
動

　
　
　
　
谷
口
　
正
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

句
碑
の
背
を
叩
く
如
く
に
鉦
た
た
き

　
　
　
　
的
場
　
松
葉
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

朝
顔
や
庭
木
の
枝
に
花
咲
か
せ

　
　
　
　
原
野
信
一
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

墓
参
り
は
し
ゃ
ぐ
孫
等
の
後
を
行
く

　
　
　
　
野
口
　
慶
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

虫
の
声
音
た
て
ぬ
や
う
戸
締
ま
り
す

　
　
　
　
刈
屋
　
長
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

皿
洗
う
廚
窓
に
も
秋
の
風

　
　
　
　
福
本
　
曙
生
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

喪
の
家
に
秋
暑
ひ
そ
か
に
影
あ
り
て

　
　
　
　
原
野
　
孝
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

百
日
紅
ね
ね
の
霊
屋
へ
足
延
ば
す

　
　
　
　
平
野
　
五
香
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

さ
る
す
べ
り

さ
る
す
べ
り

た
ま
　

た
ま
　や

さ
る
す
べ
り

た
ま
　や




